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最近、ベロニック・ペランによるフランス語訳版が刊行されることによって ようやく、 本語を理解しない読者にも 二人の奇跡的な共同作業の実情を知る機会を与えられる なった）
。
ところで、この転回以後のジャコメッティの作品を一度
でも見たことのある観者は その幅の薄い正面性を備え、ときに巨大な台座をともなった細長い彫像や、絵画による正面像の様態を記憶にとどめるこ なるだろう。 「見えるものを見えるとおり 描く」というプログラムに照らし合わせたときに起こりうる素朴な疑問は、対象の外見に対する模倣的な関係 稀薄さにかかわ ものだろう。そこは、対象の引き写し的な、あるいは対象からの直接的な型





であったのだろうか。たとえばモデルを正面から見るとき、われわれは鼻と顎という部位を弁別するが、この弁別を可能にするものは二つの部位 間の距離に他ならない。そして正面からモデルに取り組む画家に って、この距離はごく僅かのものと いえるし、サハラ砂漠のように広大 ものでもありうる。いずれ せよ、それが不可視のものであるという事実に注目しておこう。われわれがある対象を視覚的に認知するという出来事を可能にするのはわれわれと対象との距離に他ならない そして、距離それ自体はわれわれの視覚から脱落するという点で不 視のものでしかりえない。そうであれば、視覚を可能にし 条件付けるものとは不可視性それ自体 し ありえな とい ことになる
（この点で、 対象の触覚的な認知は対象との距離の零度を要求する）
。
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